



『企 業市 民 の時代 』
(日本経済新聞社 ・1992年)
講 会雛 燵 合会 中 村 芳 夫
い ま話題 の フィランスロ ピーの本 と思い,
本書 を手 に した。 しか し,本 書 は単な るフ
ィランス ロピーの本 の範 疇 に収 まらず,そ
れ を通 した見事 な 「現代米国論」 となって
いる。
「国民 の3分 の1以 上 が ドラ ッグの経験者
で あ る」,「18歳人 口の18%が学 校 を中退
して い る」,「2000万人 の国民 が毎 月数 日
間 は飢 えに苦 しんで い る」。1～3章 で本
書 は,麻 薬禍,教 育 の荒廃,そ して貧 困の
3重苦 に悩 む米 国の姿 を克明 に描 く。膨大
な資料 に裏付 けられた記述 はそれ だけで も
充分 「現代米 国論 」足 りうる もので ある。
しか し,本 書 が もっ と も鋭 く 「現 代 米 国
論」 を展開す るのは じつ はそれ以降 の記述
か らであ る。
第4章 の冒頭,著 者 はこう語 る。
「仮 りに,こ の 日本 でアメ リカ と同 じよう
な問題 が お こった とし よう。(中略)… …
政府 に批判 の矛 先 を向け るに違 い ない」。
まった く同感で ある。 そ して 日本で は政府
批判 のあ と官僚組織 が肥大化 してい く。
で は,米 国 はどう問題 を解 決す るか。そ
の答 えが民間 による解決で ある。 著者 自身
も語 って いるように 「企業 フ ィラ ンスロ ピ
ー」 は米 国 の伝 統 とい うわ けで はな い。
「政府 は信 用で きな い」 とす る米 国で は,
106
個人 が問題解決 の主役 とな って きた。 その
米 国が 「緊急非難 」 として今 日,あ えて選
び取 ったのが企業 を も巻 き込 んだフ ィラン
スロ ピーなのである。
本書 はこうした米国 の従来 の価値 の変化
を,豊 富な 「企業 フィランス ロピー」の事
例 を もとに見事 に描 いて いる。
日米の問題解決へ のアプロー チの違い を
取 り上 げ,「だか ら日本 はダ メ」 とす る考
えがあ る。 しか し,日 米 で は重点 の置 き方
が違 う。 その結 果 として,米 国で は他人 と
違 うことが尊重 され,才 能が育 まれやすい
社会で あ り,日 本で は他人 と同 じことが重
視 され,「出 る杭 は打たれ る」社会 で ある。
本 書 に はs「病 め る米 国」が数 多 く描 か
れてい る。確 か に,米 国の抱 える問題 は悪
化 してい る。他方,教 育 に して も私立 の学
校 は非常 に優れ て,日 本が及 び もつか ない
程 の教育が実施 されてい る。米国社会 の二
極化 はこの数年加速 されてい る。 ク リン ト
ン大統領 の打ち出す内政重視 の姿勢 もこの
点 に焦 点 を合わせ,こ の傾 向 に歯止 めをか
けよ うとす る もので ある。
12年振 りの民主党政権下 で,企 業が社会
とどうかかわって くか。今後注視 してい く
必 要があ ろう。
